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日本禁煙推進医師歯科医師連盟・官城支部

10周年記念誌発刊のお祝い

日本禁煙推進医師i歯科医師連盟

会長 人島 明

この度、日本禁煙推進医削i占科医師l■盟・官城支部が 10周
イF記念誌を発口|されると、支部長

の山本蒔 r先 生からおFTHきし、 言お祝いの言葉を寄せさせていただきます。

日本禁煙推進医hl蘭科医師連盟が発足したのは 1992年 5り131日 の世界禁
lTデーで、今年

13周 年を迎えます。この間、たばこの害を良く力る医師・蘭科医LTの広範な連携によつて国民
の

健康をたばこの11から守ることを目的として様々な7r動を行うととt)に、毎年総会をじ‖lltして参りま

した。宮城支部は、1994年 の総会に参llされた山本蒔子先生の呼び力ヽ ナで 1994年 に発足し、そ

の後宮城県における禁煙推進の核となって様々な活動を実践され、成果をあげてこられました。

その成果は、この記念誌に詳述されている通りです。なお、日本禁
l.61T進ズ師歯科医師連‖で

は、宮城県に引き続き、北 I~道、広島県、鹿児鳥りlt、兵庫県、愛媛県、和歌山りltに1)支部が設け

られ、今 日に至つています。

さて、皆様ご承知のとおり、2004年 11月 29 に WHO「 たばこ規制枠組条約Jの批准[1は 40

カ国に走し、90 後の 2005イト2り127日 に発効することとなりました。
「条約J(コま、たばこ価格

税のりき上げ(第6条 )、たばこ煙への曝露からの防護(γ
j 8条)、たばこ製1喘の包装およびラベルの

警告表示の強化(第 11条 )、たばこ製『1の広告、販売促進および
スポンサーシップの包括的禁 ト

(第 13条 )、禁煙治療の普及(第 14条 )、米成年者への販売の禁 L(第 16条 )などの対策が具体的

に示されていまう。

これらの対策を誠実に実行することは「条約J締約国会議の 員としての国際的な約束であり、

日本の現在と1子来の世:代をたばこの害から
′
i:るためにZ、須の要素です。これらの諸対策の |も

早い実現を強く政府などに働きかけて行く必要があります。WI10に は
"lhlnk JObJL Act

bcJヽ "という標語がありますが、これは、たばこ規術」の取り組みに最も1く当てはまります。中央

官庁や議会など政策決定者にたばこ規制のさらなる推lFをlllきかけて実現していくためには、た

ばこ規制の先行事例として外国での取り組みの経験に学ぶととt,に、各地方特有の状況にあわせ

た地方独自の取り組みに基づく世論の盛り|:りが必須です。宮城県での取り組みが発展すること

は日本全体のたばこ規制の取り湘lみの前llLにつながりますので、宮城支部の今後の活動がます

ます発展されることを大いに期待しています。よろしくお願い致します。



21世紀はたばこのない社会に

日本禁煙推進医師歯科医師連盟・宮城支部

支部長  山本 蒔子

日本禁推進煙医師歯科医師連盟(略:禁煙医師連盟)は 1992年 に医師と歯科医師が連携して

たばこの害から国民を守る事を目的に作られました。公衆衛生の専門家から、内科、小児科、精神

科、産婦人科、外科、眼科等、研究分野や患者を診療する臨床分野まで、多くの医師と歯科医師

が会員です。

禁煙の推進には、地域において核になる組織が必要と考えて、官城県の会員 15名 で、宮城支

音Fを1994年 9月 30日 に、全国に先駆けて結成しました。

たばこを売つている産業が莫大な広告費を力ヽ すて宣伝している。日本全国に 60万 台の自動販

売機があって、いつでも何所でもたばこが安く簡単に手に入り吸える。大人の半分はたばこを吸
つ

ているのが日本の状況です。

しかし、一方では、肺がんや胃がんになつたり、舌がん等の口の中のがんになったり、脳梗塞
の

ため半身麻痺になり、足の血管が詰まって、痛みに苦しみ歩行が出来なくなつたり、心筋梗塞にな

ってバイパス手術を受けたり、低肺のため酸素ボンベを手放せなくなつたり等、たばこが原因の病

気で苦しんでいる人は大勢います。

現在の日本人は、たばこに対して重大に考えず「たばこは止められない」、
「病気にならないと止

めようと思わないJ「そんなに吸つていないから平気」「FIJが売っているものだから大丈夫J等と楽観

的に考えています。そして、致命的な病気になつて初めて禁煙したいと思うのです。

これでは余りに遅すぎます。これからの21世紀は、従来の思い込みから脱却して、『たばこは人

生を破滅させる麻薬』、『たばこには手を出さない』を子供達教えましょう。吸つている大人には『た

ばこは誰でも止められる』事を知らせ、禁煙の方法を広めましょう。これが禁煙医師連盟
・宮城支部

の目指すところです。

そして、多くの人が連携して活動を盛り上げ、21世紀はたばこのない社会を作りましょう。



日本禁煙推進医師歯科医師連盟(略称:禁煙医師連盟)

■自「と歯科矢FIの広範な連携によつて、国民の健康をたばこの害から率先して守ることを目的

に1992イ115月に結成されたて、主な活動方針は以 ドのlHりである。

① 医療機関、保ll福れL施設、学会場の禁ltの推進

② l(療機関、地域、職域、教育機関等で禁煙教育を行う

③ たばこの官に関する知識のll及

① ばヽ外の禁lt川体との連携

⑤ 会員の拡大

■現在、日本人の成人喫煙率は、
υ●ρθη′″θdCa´paη

"′
4SSorた tion 4or t“a00ο Oα?″0′

男性約 511%以上で先進国の中では群を抜いており、特に

最近、青少年や若い女性による喫煙の増加が問題になって

います。

日本禁煙推進

医師歯科医師連盟

(略称 :禁煙医師連盟)

私たちは人々をたばこの害から

守るために努力しています !

◆目的
医師・歯科 え師の広範なl_携によ

つて、国民のliL康をたばこの害から
'、iでること。
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■たばこが引き起こす疾患は、
がん、循環器疾患 呼吸器疾患をはじめ数多く、受動喫煙

により肺がん 虚血性心疾患、慢性気管支炎、動脈硬化、

アルツハイマー病のリスクが増大することもわかつてい

ます。また、妊婦の喫煙は 不妊 流 早産、奇形、低出

生体重児、学t幼児突然死症候群 (S DS)などの原因になり、

夫の喫煙も不妊や低出生体重児のリスクを高めます。さら

に 歯科領域でも最近、喫煙により歯周病が悪化すること

が明らわЧこなり、注目されています。

■このような 「たばこ病」から

国民の健康を守るためには、
医師 歯r4医師が自らの役割と責任を認識することが必要

です。日本禁煙推進医師歯科医師連盟は医師 歯r4医師の

広範な連携による喫煙対策の推進を目指し、1992年 5月

に結成されました。

最近は、健康増進法施行やたばこ対策枠組条約によって

たばこF・l題への関心が高まつています。

ら「760
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世界禁煙デーの歩み
可際的には,WI10が 1970年以来再 1にわたり,喫煙の1年に川する衛生教―l,非喫煙者の保

護,たばこから他の作物への転換等の保健分lTのみならず社会・経済・農業等の幅広いセクター

をまき込んだ総合的な喫煙対策を‖「進することの必要性を決議している.■た 1980年 には1世界

保llデーのテーマを「喫煙か1/L康か選ぶのはあなたJ ttHoltlng ol hottth,tho cho●cヽ yours〕と

して反喫煙のキャンペーンを行い,1986イ1には,公共の場|りiにおける非 ll煙者の保護,了供や

若年者の防煙対策の実施,たばこのLl慣性等に関する瞥響F表示の実施等について決議が行わ

れた。19871:には WHO設 アヽ40周年に当たる 1988年4り17日 を「け界禁煙デーJとして,当 日
の喫煙断念,たばこ販売自粛の措置をとるよう各 月に1呼び力■ナが行われた.テーマも〔SmO晰ng O「

hcaHh,choosc hcdth〕に変わつた。

◆世界保健機関による
世界禁煙デー〈5月 31日)スローガン
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日本禁煙推進医師歯科医師連盟・官城支部の

設立と活動

本禁煙推進医師歯科医師連l‖1打城支部

支部長  山本F年子

国鉄が民営化した直後の 「`成元年に、私に対R仙 台病F・tttFI管
理センター (当時は保健管IRl

部)に7t任しました。当1キの鉄道のll l場は、どこもたばこ
の煙の臭いが染み付いていました。産業

tとして働きtn・めたばかりの私は、その環境を変えていける方法は考え
つかず、半ば諦めていま

した。

しかし、私は平成 2年 から3年 に力ヽ すての冬に、思いカヤナな
いことに遭遇しました。11月 から毎

月一人づつ、連続して5名 の突然死で亡くなるl lliが出た
のです。大きな驚さとともに、健康管1咀

をしている立場として、イ'∫
らかの対策を考えなければならないと思いました。

この 5名 に共通していたリスクはたばこでした。4名 は喫煙者で、1名 はたば
このltの1)うもうたる職

場で働いていました。たばこによる動llr硬化が基礎になつて、冠動脈疾患
を起こし、心筋梗塞でな

くなったt,のと推沢|されました。

当時、たばこがlll康に悪いとの認識はある
()のの、|えLIが医学的な立場からたばこの害を取り1:

げて、禁煙を指導することはほとんどイTわれていませんでした。こ
の事件がきつかけになつて、社員

の健康管理のために、たばこの害の1年発に取り組く)うと強く思いました。イ
|」しろ医学plにおいても、

たばこの害についての教育は受けていませんでしたから、国内外
の文献を集め、たばこの害につ

ぃて からギ:びました。

まず、社員に受動喫州:の害について啓発を始め、JR東  本仙台支社
ビルの分煙に平成 5年

から取り掛かりました。総務部長を動かし、喫押:対策プロジエクトを立ち上げ、支社
にlllく700名 に

たばこ対策のアンケートをとり、分lTの方針を確I uJし、喫ナ亜室を作り平成
6イ「2り1に分煙開始に成

功しました。

分煙II進と「`行して、禁煙指導を実施している医療機関を探し、使丼1し
ているパンフレットを手

に入れ、禁煙指導の準備をしました。平成4年
tl、ニコチンガムの治験が日本でも始まり、ニコチン

ガムを発売していたマリオンメレルダウイトを通じて、たばこに関する
7り千究会を知り、平成 4年 に発

足した日本禁煙推進医師lll rl医師連盟を知りました。医師と歯科医師
iが連l・Fしてたばこの害から

国民を守ろうとする団体が 本に1)誕生していたのだと感激しま
した。会長は故工島雄 一郎先生

(東 ll大学医学H/1イ1誉教l_)であり、宮城県では、連盟の発起人で1)ある久道茂
先生 (当時東北

- 3 -



大学医学部公衆衛生教授)や長池博子先生(元宮城県女医会会長)他 15名の会員がいました。

私は平成 6年 2月 に、初めて連盟の総会に参加し、仙台支社ビルの喫煙対策プロジェクトと分

煙実践を発表しました。そして、そこに集まつていた禁煙を進めようとする熱心な約 100名の医師と

歯科医師に出会って、大変力付けられました。この総会から帰ってすぐに、宮城支部を立ち上げ

ようと思いました。禁煙を推進するためは、地方において核となつて活動する組織が必要と考えま

した。

私が当時の会員に連絡して、平成 6年 9月 30日 に、」R仙 台病院勤務の古橋信晃先生(産婦

人科)大高要子先生 (歯科口腔外科)、横 II成紀先生 (長町病院)、広瀬俊雄先生 (錦田「診療所)、

田浦勝彦先生 (東北大学歯学部予防歯科)の 6名 で、宮城支部の設立を決めました。勤務してい

河 R仙 台病院の当時の院長大内博先生は血管外科の専門科であり、禁煙も熱心でしたので、大

内先生と久道先生を顧問として、私が代表となり、事務的な仕事1却R仙 台病院勤務の古橋、大高、

山口佳子(′l 児ヽ科)の各先生が担当する事として、スタートしました。

翌年の平成 7年 2月 には、久道茂、長池博子、鴫原勇次郎、菅野興与、菅野庸、野田茂樹、

横山成紀、広瀬俊雄、田浦勝彦、古橋信晃、大高要子、山口佳子各先生と私の 13名 が出席して、

宮城支部の主な活動として、世界禁lTデー・官城フォーラムの開催を決定しました。それから、毎

年欠かさずに、いろいろのテーマを決めて講演やシンポジウムを企画し、経費1幻R仙 台支社や製

薬会社に協賛をお願いし、フォーラムを続けてきました。フォーラム当日の運営に,却R仙 台病院

の事務系社員、看護師および保健師に協力して頂きました。このフォーラムの開催を通じて、宮城

県や仙台市の保健行政で働いている方達、薬斉1師、養護教諭、産業保健師、歯科衛生上等多く

の方と知り合い、連携を持つて禁煙活動や防煙教育に取り組む事が出来ました。宮城県と仙台市

の禁煙推進活動を牽引できたと思います。少人数で始めたフォーラムが、このように発展出来ると

は予想も出来ませんでしたが、今年でフォーラムは 10年 日を迎えました。

平成 15年 5月 に健康増進法が施行され、今後たばこ規制枠組み条約 (FCTC)が 発効すれば、

たばこ対策はますます進んでいく事と思います。しかし、日本禁煙推進医師歯科医師連盟の会員

は全国で約 1,400名 です。宮城支部は全国で最初に支部を立ち上げましたので、会員数は多く

現在 90名 を数えています。禁煙を推進する医師歯科医師はまだまだ少数です。これからも会員

が協力し合い、次の 10年に向けて、更なる成果を目指して活動を盛んにしていきましょう。
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禁煙医師連盟・宮城支部 設立総会、懇親会

ホテル 0メトロポリタン仙台

設立総会&懇 親会風景

設立時の会員

鴫原 勇次郎 (鳴原内科)

長池 博子 (長池産婦人科)

菅野 喜興 (緑ケ丘病院)

菅野  庸  (緑 ヶ丘病院)

野田 茂樹 (柴田町)

山本 蒔子 (」R仙 台病院保健管理部)

横山 成紀 (長町病院)

古橋 信晃 (」R仙 台病院婦人科)

(錦町診療所)

(JR仙台病院歯科口腔外科)

(東北大学歯学部予防歯科)

(」R仙 台病院小児科)

(東北大学医学部公衆衛生)

(阿曽沼整形外科医院)

(JR仙 台病院)

広瀬 俊雄

大高 要子

田浦 勝彦

山口 佳子

久道  茂

阿曽 沼 要

大内 博
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Ⅱ 10年 間の活動内容

巡》世

たばこ痛よ ざらば /禁 煙デー

平成7年 5月 31日鮨 PHl:30～3:30

仙台福祉プラザ ふれあいホール

僣 日本や 城支部

:鰈 鰊 蜘 鱗亥 炒

間ヽヽ合せ先 :日本壽 邁ヨ8at椰    代表世講人 」i奉 蒔  チ

ヤ勘 ,台 1育薫区上嬌一丁F31]R'台
"湾

摯鮨筆理部 T eL02-2“
―野 l(内薇 ■1)lAXO・ ・―″

―出発

■曰

■■

●主

■IB

■後

國
°師響専宝心下軸嗜出■

時

　

所

界禁煙デー0宮



世界禁煙デー・宮城フォーラム

(第1回～第 10回)のテーマ

回数        テ ーマ 是調i■演/シ ンポジスト/体 験発表者

第 1卜| たばこ病よ さらば !禁煙デー 上藤啓 鴫原勇次郎 占橋信晃

第 2回  たばこ病よ さらば !禁 lTデー
'96 l・f曽イ{要 田浦勝彦 人内l.I

第 3同  学校を無煙環境に !禁煙デー
'97 山本蒔子 り村+F山 口佳子 自F研也

第 4口1 禁lTの方法を教えます '98
占橋信晃 石井  T~村 純  渡部長 二郎

‖ド重美

第 5「1 青少年をたばこから守ろう '99
浅野牧茂 4 日ヽ原隆介 文屋仁美 船山絵美

小野美澄 清本裕介

第 6「」 禁煙の方法を広めよう 2000
小林賢■ 佐藤研 り|1村秋夫 三村静夫

大滝正通 高橋克子 山本蒔子

第 7回
雰鳥争硯1す

める「防煙・禁煙・ 永元則義 園部俊英 今野貞雄 黒沢昌也

川村秋夫 戸1日紘 チ

第 8回  スポーツにたばこはいらない
'02
大西lT平 月ヽ回泰 r ttH紘 子 菅原邦 r

佐々木 貞英 J 泉ヽ亮

第 9回  公共の場を禁煙に '03
岩本充 1午岡成 1熊 谷善人 ガヽ林修

小西秀康 高橋秀

第 10回 '学:校にたばこはいらない l '04
山本蒔了 佐々木弘 寺澤壽美子 糟谷文夫

粉川妙 r古 円敏子
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燿》世号禁煙

たばこ痛よ さらば′ぶ燿デー

1995年 第 1回世界禁煙デー・官城フォーラム

たばこ病よ さらば ! 禁煙デー

■B It lマ嘘フ年5月31曰̈ 日 :厠

“

:田
 ‐太=.● |

口増 薇1仙●■祉プラツ 6ねあいホール Ⅲ^":「留=、.....

菫

●

●

■

●

●

薇 ‖本業鰤推進豚:,蟻1'建Ш t城 文部

・ 留輛謝11趣1出J麟謙i苗霧=::り
幣リ 総合)卜1論

会場 :仙台IFi祉フラザ

プログラム

主題 :「たばこ病よさらば、禁煙デー」

1330-1'35 開会挨拶

日本禁煙推進医師歯科医師連盟 ・宮城支部

代表世話人 :山本蒔子氏 (JR仙台病院 ・保健管理部長)

1,35-1■ 55 1た ばこ病 :肺癌、心筋梗塞、脳卒中J

L藤啓氏 (仙台市健康増進センター所長)

1355-14:lXl 質疑

14:llll-14加 「心筋梗塞を経験してJ

鴫原勇次郎氏 (鴫原内科医院院長)

14:20-14125 質疑

1425-1455 1女 性と喫煙J

占橋信晃氏 (」R仙台病院 産婦人科部長)

1455-15:∞ 質疑

1500-1'Ю  総合討論

11会:山本蒔 f氏 (JR仙台病院 ・保健管理部長)

0 _



たばこ病について

21:i玲羊錯、運.孵糀譲彗=ζ話′
9 fl区が“囃断がん帆因かもしれない"
んヾの増加と紙巻きたばこの急ナ曽に注目したドイ

χl淋思詰:』矯■iΨよ性1鷲ξttlt躙に搬尉&齢協
llTの健康への害が苫かれている)

銚‖鰤p諾鰍塾彎i檄場讚 聾鑑Iヽ
躙 辟ヽ ∴渕 鰊

i翼謀巖滞[程誅1翼奪拠暴:8雅
に
1後li降画刊a垢葉は1971呼ば
ばこ病』の概念には能動喫煙だけでなく受

~Jl喫
|

めて提唱された。平山氏は戦中・戦後約 10年に

忙撃:虞覧需場1複ボタ漏澪論
者に出i率であることを調査している。こ

のあと 19

ろまり「嫌 Irlll訴・
LJなどが起きたことt)あつて、

参考までに、『たばこ411』の疾患には以下
の1)のが含まれる。

◎能動喫煙の影響

*悪 性新生物  肺がん、 1腔 がん、喉頭がん、f.●道
がん、胃がん、肝llaがん

‖卓臓がん、腎liがん、1'脱がん

*循 環器系疾患 冠動脈疾患
(心筋梗塞、狭心lF)、脳血管疾患

(脳‖I Il、脳梗塞

仙台市健康増進センター

所長  [I14啓

「市自轟tittL瞼i、鱚 理'皿
*精 神疾患  ニコチン依存症

◎受動喫煙の影響  肺がん、小児喘虐、低出
生体重、1常血性心疾患

鱚 =I鵞i赫電蝠郷Ⅷ雉管‖[1封飩争完警‖″磐М
窯嶋瑞鼻th土よl鳳晨就l「}Ⅷ〕、ん縮められるこど)払削炎に対する砂
も報告されている。
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女性と喫煙
」R lL台病院・産婦人科

部長  古橋 信晃

女性の喫煙率120%と増加傾向、男性では 60%で 減少傾
向

I 女性と喫煙

1癌

肺癌 :標準化死亡比では、同じ本数を吸つた場合 女性
の方が発癌率は高い

卵巣癌、子官癌、手L癌:ニコチンやタ
ール内発癌物質の血液による局所

への浸透

幸L癌 :受動喫煙により発生率は 2倍 となる。

2不 妊症 月経不順

卵巣循環不全による内分泌異常

3閉 経、骨粗称症 :喫煙者では閉経が 1-2年 早
い。

骨粗慾症 :エストロゲン低下

老化促進 :末梢血流障害

4ピ ルと喫煙 :血液凝固系充進一'さ筋梗塞の増加

5肌 :末梢血流障害、ビタミンCの 破壊

6味 覚 :味覚鈍麻による塩分過剰などの調理

Ⅱ 妊婦と喫煙

受動喫煙も重大影響

1妊 娠・分娩の異常:流・早産の増加

妊娠合併症の増加 (常位胎盤早期剥離、前置胎盤、出
血、前期破水など)

2胎 児・新生児への影響 :周産期死亡率の増加、

低出生体重児、身体発育遅延、先天異常
の増加

3授 孝L:平L汁中へのニコチンの移行
一新生児ニコチン中毒

4平 L児、幼児への影響

受動喫煙

タバコ誤飲

将来喫煙者になる。

広告協賛

東 日本旅客鉄道 (株)東北地域本社 マリオン
・メレル・ダウ(株)大 塚製薬 (株)

日本チバガイギー(株)(株 )JGコ ーポレーション 庄文堂
プラス(株)仙台支店

株式会社イトーキ (株)東和商会
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